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老短享写算十和田一八戸テフラ中の炭化材（CharcoalintheHachinoheTephra）

本州北部に位置する十和田火山は，いくつかの大規模な火砕流を噴出させたが，約13,000～10,000年前

の十和田一八戸テフラ（町田ほか，１９８４；東北地方第四紀研究グループ，１９６９の八戸火山灰層）の上部を

占める火砕流堆職物もその一つである。この火砕流堆積物にはしばしば聯しい炭化材が含まれ，一瞬にし

て山体斜面から下流域の生態系を飲み込んだ当時の破壊的噴火の一端を知ることができる。写真は五戸町

手倉橋の集落西側の浅水川に面する露頭である｡写真上は遠景,下は炭化材の産状｡炭化材は直径50ｃｍ以

上のものも多く，中心まですっかり蒸し焼きになっている。
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